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簡素化と実施（Simplification and Implementation）①

 第２次フォン・デア・ライエン政権は、欧州でのビジネスをより容易かつ迅速にするためには、EUの政策及び法律
の簡素化（simplification）及び実施（implementation）の改善が不可欠であると強調。

 実施・簡素化担当として、ドムブロウスキス欧州委員（ラトビア）を指名するとともに、 「欧州をより簡素かつ迅
速に（Making Europe simpler and faster）」を目指して、簡素化に取組むことを全欧州委員に指示。

 2025年2月11日、欧州委員会は、同日公表した2025年年間作業計画（Work Programme）に付随
する文書として、「より簡素で迅速な欧州（A simpler and faster Europe）」を公表。同コミュニケーション
文書にて、実施・簡素化に関する今後５年間の計画を示した。

 なお、年間作業計画に記載された18立法イニシアティブの内、11が簡素化に関係。

【 「A simpler and faster Europe」 ４構成要素】

1. EU政策による成果の確保（実施）
– 加盟国との連携強化
– 行政能力、デジタルツール、データへの投資
– ステークホルダーとの効果的な連携:

各欧州委員による実施対話の年２回開催
– 迅速かつ断固とした執行（enforcement）措置:

EU法に違反した加盟国に対する手続きの実行

2. 欧州をより簡素かつ迅速に（簡素化）
– 行政負担を軽減するための新たな目標:

任期満了までに、全てのビジネスで少なくとも 25% 、
SMEsでは少なくとも 35%の行政負担削減を目標として設定

– 新しい簡素化措置の優先順位付け
– EU 法令の段階的なストレステスト

– より簡素で、より焦点を絞った、より影響力のある EU 予算
– リアリティ・チェックを行うことによる実践的な経験

3. 新しい規則の策定方法の改善
– SMEの強化と競争力に関する審査
– 委任規則や実施規則、及び関連する権限に対する審査
– EU法の設計に統合されたスマートでデジタルな実施
– 重要な改正の影響を評価するための簡素な手法

4. 今後の道筋:パートナーシップと共同オーナーシップ
– 進捗状況を定期的に報告し、透明性と説明責任を確保する:

各欧州委員による年間報告書の提示
– 共同立法者（欧州議会及びEU理事会）と連携し、より簡素で

効果的な EU 規則を策定:
より良い立法のための機関間協定（Interinstitutional 
Agreement on Better Lawmaking）の更新も視野に
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簡素化と実施（Simplification and Implementation）②

（写真）ドムブロウスキス欧州委員

簡素化と関係する立法イニシアティブ一覧（公表済み及び予定）
Omnibus I (Sustainability: CSRD, CSDDD, CBAM)2025年2月26日
Omnibus II (Investment simplification)2025年2月26日
Omnibus III (Common Agricultural Policy)2025年5月14日

Omnibus IV (Extension of certain mitigating measures available for SMEs to small mid-cap enterprises and
further simplification measures)2025年5月21日

Omnibus V (Defence Readiness)2025年6月17日
Omnibus VI (Chemicals)2025年7月8日

• Simplification of administrative burdens in environmental legislation
• Military Mobility
• Digital Package
• Revision of the Sustainable Finance Disclosure Regulation
• Review of the Securitisation Framework
• European Business Wallet
• Industrial Decarbonisation Accelerator Act
• Targeted revision of the REACH Regulation
• New rules on drug precursors

2025年第４四半期（予定）

（2025年2月12日記者会見より:）
EU には、これまで通りのやり方を継続する余裕はない、、、（略）人々の可能性、企業、
行政を解放し、欧州の潜在力を最大限に引き出す、断固とした行動を取る必要がある。
簡素化は、より競争力のあるヨーロッパを実現する我々の計画の中心にある、、、（略）
要するに、欧州の企業は、煩雑な手続きに費やす時間とリソースを大幅に削減し、その代わ
りに、真に重要なこと、すなわち、革新的なアイデアの開発、そのアイディアの欧州での実現、
そして高品質の雇用の創出に注力すべきだ、、、（略）
ただし、その実現方法には注意が必要だ。簡素化は規制緩和を意味するものではない
（Simplification is not about deregulation）。むしろ、実現可能で効果的かつ一
貫性のある規則や規制を通じて、目標を達成することを目指す。


